
議
員
提
出
第
三
十
二
号
議
案

国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
意
見
書

国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事
業
は
、
新
規
水
源
の
確
保
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
を

目
的
に
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
事
業
着
手
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
着
手
後
三
十
年
余
り
が
経
過
し
た
現
在
、
未
だ
水
源
で
あ
る
大
蘇
ダ
ム
は
完
成
し

て
お
ら
ず
、
地
元
農
家
は
、
「
時
間
給
水
」
と
い
う
昼
夜
を
問
わ
な
い
不
規
則
な
水
管
理
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
事
業
費
も
当
初
百
三
十
億
円
か
ら
五
百
九
十
六
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
三
年
間
の
浸
透
抑
制
対
策
工
事
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
国
か
ら

平
成
二
十
五
年
度
以
降
の
大
蘇
ダ
ム
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
、
市
の
負
担
を
伴
う
国
営
土
地
改
良
事
業
で
実

施
し
、
事
業
費
百
二
十
六
億
円
、
工
期
は
最
短
で
七
年
を
要
す
る
等
の
工
事
内
容
の
説
明
が
あ
っ
た
。

国
営
土
地
改
良
事
業
と
な
れ
ば
県
負
担
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
の
農
業
振
興
を
図
る
う
え
で
最
も

大
事
な
こ
と
は
、
一
日
で
も
早
く
大
蘇
ダ
ム
か
ら
地
元
に
安
定
し
た
用
水
供
給
を
行
い
、
安
心
し
て
農
業
が

で
き
る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
大
野
川
上
流
地
域
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
の

対
策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

大
蘇
ダ
ム
を
国
営
土
地
改
良
事
業
で
早
期
に
完
成
さ
せ
、
一
日
で
も
早
く
地
元
に
安
定
し
た
用
水
供
給

を
行
う
こ
と
。

二

平
成
二
十
二
年
か
ら
の
浸
透
抑
制
対
策
で
検
証
が
行
わ
れ
て
い
な
い
工
種
等
に
つ
い
て
、
十
分
な
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
。

三

地
域
の
水
需
要
の
実
態
に
即
し
た
水
利
権
更
新
と
と
も
に
、
時
間
給
水
の
解
消
な
ど
地
元
が
納
得
す
る

水
収
支
に
基
づ
く
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

四

大
蘇
ダ
ム
の
維
持
管
理
に
は
特
別
な
技
術
的
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
直
轄
管
理
を
適
用

す
る
と
と
も
に
、
地
元
農
家
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
負
担
が
増
加
し
な
い
支
援
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

大
分
県
議
会
議
長
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